コンテンツにスキップ

	
		
			
				

	
	

メインメニュー
	
	


				
		

	
	メインメニュー

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		案内
	

	
		
			メインページ
	井戸端
	最近の更新
	おまかせ表示
	ヘルプ
	寄付


		
	




	
	



				


	




		
			

	[image: ]
	
		[image: Wikisource]
	


		

		
			

	

検索
	
	
		
			
				
					
						
						
					

					
				

				検索
			

		

	




			
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
		

		
	




	
		
		
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
			アカウント作成

	ログイン



		
	




	

	

	
	

個人用ツール
	
	


		

	
		
			 アカウント作成
	 ログイン


		
	





	
		ログアウトした編集者のページ もっと詳しく
	

	
		
			投稿記録
	トーク


		
	




	
	






		

	



	
		
			

		

		
			
		
			
				
				
				

		
		

	



		
			
				
					Page:Wagasyu Iisusu Harisutosu Sin yaku01.pdf/10

							

	
	

言語を追加
	
	

		
			
			

			

		


	




				
					
						
							
								

	
		
			前のページ
	次のページ
	ページ
	議論
	画像
	目録


		
	




								

	
	日本語
	
	


					

	
		
		

		
	




				
	




							
						

						
							
								

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	




							
				
							
								

	
	ツール
	
	


									
						

	
	ツール

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		操作
	

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	





	
		全般
	

	
		
			リンク元
	関連ページの更新状況
	ファイルをアップロード
	特別ページ
	この版への固定リンク
	ページ情報
	このページを引用
	短縮URLを取得する
	QRコードをダウンロード


		
	





	
		印刷/書き出し
	

	
		
			印刷用バージョン
	EPUBをダウンロード
	MOBIをダウンロード
	PDFをダウンロード
	その他のファイル形式


		
	







									

				
	




							
						

					

				

				
					
						
							
				
							

		
						
						
					

				

				
					
							
		


						提供：Wikisource

					

					


					
					
					このページは検証済みです





七是（こゝ）に
於（おい）てイロド
密（ひそか）に
博（はか）
士（せ）を
召（め）し、
詳（つまびらか）に
星（ほし）の
現（あらは）れし
時（とき）を
問（と）ひ、八
彼等（かれら）をワィフレエムに
遣（つかは）して
曰（い）へり、
往（ゆ）きて、
細（つぶさ）に
嬰（をさな）
兒（ご）の
事（こと）を
尋（たづ）ね、
之（これ）に
遇（あ）はゞ、
我（われ）に
告（つ）げよ、
我（われ）も
往（ゆ）きて
彼（かれ）を
拜（はい）せん
爲（ため）なり。九
彼（かれ）
等（ら）
王（わう）に
聞（き）きて
往（ゆ）けり、
視（み）よ、
嘗（かつ）て
東（ひがし）に
見（み）たる
星（ほし）は
彼（かれ）
等（ら）に
先（さき）だちて
行（ゆ）き、
遂（つひ）に
嬰（をさな）
兒（ご）の
在（あ）る
所（ところ）に
至（いた）りて、
其（その）
上（うへ）に
止（とゞま）れり。一〇
彼等（かれら）
星（ほし）を
見（み）て
喜（よろこび）に
勝（た）へざりき。一一
乃（すなはち）
家（いへ）に
入（い）りて、
嬰（をさな）
兒（ご）の
其（その）
母（はゝ）マリヤと
偕（とも）に
在（あ）るを
見（み）、
俯（ふ）
伏（ふく）して
彼（かれ）を
拜（はい）し
其（その）
寶（たから）
盒（ばこ）を
啓（ひら）きて、
之（これ）に
禮（れい）
物（もつ）を
獻（けん）じたり、
卽（すなはち）
黄（わふ）
金（ごん）、
乳（にふ）
香（かう）、
沒（もつ）
藥（やく）なり。一二
既（すで）にして
夢（ゆめ）の
中（うち）に、イロドに
返（かへ）る
可（べ）からずとの
黙（つ）
示（げ）を
得（え）て、
他（た）の
途（みち）より
其（その）
本（ほん）
地（ち）に
歸（かへ）れり。一三
彼（かれ）
等（ら）の
歸（かへ）りし
後（のち）、
視（み）よ、
主（しゆ）の
使（つかひ）
夢（ゆめ）にイオシフに
現（あらは）れて
曰（いは）く、
起（お）きて、
嬰（をさな）
兒（ご）と
其（その）
母（はゝ）
携（たづさ）へて、エギペトに
奔（はし）り、
彼（か）
處（しこ）に
在（あ）りて、
我（わ）が
爾（なんぢ）に
告（つ）ぐるを
待（ま）て、
蓋（けだし）イロドは
嬰（をさな）
兒（ご）を
索（もと）めて、
之（これ）を
殺（ころ）さんと
謀（はか）る。一四
彼（かれ）
起（お）きて、
夜（や）
間（かん）
嬰（をさな）
兒（ご）と
其（その）
母（はゝ）とを
携（たづさ）へて、エギペトに
往（ゆ）き、一五
彼（か）
處（しこ）に
在（あ）りて、イロドの
死（し）するに
至（いた）れり。
是（これ）
主（しゆ）が
預（よ）
言（げん）
者（しや）を
以（もつ）て
言（い）ひし
所（ところ）に
應（かな）ふを
致（いた）す、
云（いは）く、
我（われ）
吾（わ）が
子（こ）を
召（め）してエギペトより
出（いだ）せりと。一六
當（その）
時（とき）イロドは
己（おのれ）が
博（はか）
士（せ）に
欺（あざむ）かれたるを
見（み）て、
大（おほい）に
怒（いか）り、
人（ひと）を
遣（つかは）して
曾（かつ）て
詳（つまびらか）に
博（はか）
士（せ）に
問（と）ひし
時（とき）を
按（はか）り、ワィフレエム
及（およ）び
其（その）
四（よも）の
境（さかひ）の
内（うち）なる
二（に）
歳（さい）
以（い）
下（か）の
嬰（をさな）
兒（ご）
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